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カオス・フラクタル #12

情報科学研究科 井上純一

平成21年7月28日 (最終回)



t = 10000000

ε

画像をセルに分割する

  i
ip = セル に含まれる粒子数

全粒子数



一般化次元再考
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t = 10000000
ボックスカウント次元

サイズεの「箱」に何点
入っているか？

パラメータ q を調節することで
画像に「フィルタ」をかけ、次元を
測りなおすことはできないか？

「ものさし」を複数用意して対象を多角的にしらべたい
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二項分岐過程

2分木の「葉」に

それぞれ確率を割り当てる

( )1 n kkp p −− n kC確率 が割り当てられている「葉」の数



計算機シミュレーション例
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二項分岐過程のマルチフラクタル次元
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確率 p をもつセルのみを
集めて、p ごとに和をとっても同じ

二項分岐過程の
マルチフラクタル次元



マルチフラクタル次元の振る舞い
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フィルタの選び方に
よって、この幅で変化する。

出現頻度が小さな
セルを重要視すると
大きめにでる

出現頻度が大きな
セルのみ強調すると
小さめにでる

q=0近傍で

大きく変化する
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t = 10000000

一般論
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セルサイズの減少とともに確率も小さくなる

「特異性の強さ」

はセルごとに異なり
ある分布を持つ

分配関数は次のようになる

特異性の強さ
の分布

大域スペクトル
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大域スペクトルの振る舞い
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